
令和 2年 4月 23 日

地方獣医師会事務局 御中

平素より大変お世話になっております。

農林水産省消費・安全局畜水産安全管理課から、通知がございましたのでお送りいた

します。

このたびの通知は、令和 2 年 4 月 22 日付けで「獣医療法施行規則の一部を改正する

省令」（令和 2年農林水産省令第 34号）及び「獣医療法施行規則第 14条の規定に基づ

き農林水産大臣が定める方法を定める件の一部を改正する告示」（令和 2年農林水産大

臣告示第 879 号）が公布され、令和 3年 4月 1日から施行される旨の周知を依頼された

ものです。

つきましては、貴会会員に周知方よろしくお願いいたします。

記

件名：獣医療法施行規則及び告示の一部改正について（通知）
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獣医療法施行規則及び告示の一部改正について（通知） 

 

令和２年４月 22 日付けで、別添１及び別添２のとおり「獣医療法施行規則の

一部を改正する省令」（令和２年農林水産省令第 34 号）及び「獣医療法施行規則

第14条の規定に基づき農林水産大臣が定める方法を定める件の一部を改正する

告示」（令和２年農林水産省告示第 879 号）が公布され、令和３年４月１日から

施行されることとなりました。 

今回の改正趣旨及び改正内容は下記のとおりです。引き続き、放射線診療従事

者等の放射線の防護等について、御指導いただくとともに、貴管下の関係者への

周知方お願いします。 

なお、これに伴い、「獣医療法施行規則の一部を改正する省令及び関連告示の

施行に伴う診療用放射線の防護等について」（平成 21 年２月 20 日付け 20 消安

第 11529 号農林水産省消費・安全局長通知）を別添３のとおり改正しましたの

でお知らせします。 

 

記 

 

１ 改正趣旨 

国際放射線防護委員会の 2011 年勧告（組織反応に関する声明）に基づく放

射線審議会の「眼の水晶体に係る放射線防護の在り方について（意見具申）」

（平成 30 年３月）を踏まえ、「２ 改正内容」のとおり放射線障害の防止の基

準等の改正を図った。 

 

 

 

 



 

２ 改正内容 

（１）放射線診療従事者等の眼の水晶体の線量限度と適切な施行時期を以下の

とおり設定した。（規則第 13 条関係） 

ア 令和３年４月１日（５年間の累積実効線量の次期管理期間の始期）以後

５年ごとに区分した各期間につき 100 ミリシーベルト 

イ ４月１日を始期とする１年間につき 50 ミリシーベルト 

 

（２）眼の水晶体の線量の５年間の合計線量の記録及び５年間の保存に係る規

定を追加した。（規則第 15 条関係） 

 

（３）眼の水晶体の等価線量を算定するため、３ミリメートル線量当量の測定 

について、以下の規定を追加した。（規則第 14 条関係及び告示第３条関係） 

ア 眼の水晶体の線量測定については、眼の近傍その他の適切な部位につ

いて３ミリメートル線量当量を測定することによって行うことができる。 

イ 眼の水晶体の等価線量の算定について、３ミリメートル線量当量を選

択肢とする。 

 

３ その他 

（１）「原子力利用における安全対策の強化のための核原料物質、核燃料物質及

び原子炉の規制に関する法律等の一部を改正する法律」（平成 29 年法律第

15 号）の施行に伴い、「放射性同位元素等による放射線障害の防止に関す

る法律」（昭和 32 年法律第 167 号）の題名が「放射性同位元素等の規制に

関する法律」に改められたことから、本改正に合わせて対応した（規則第

１条関係、規則第７条関係、規則第７条の２関係、規則第 16 条の２関係）。 

 

（２）原子力規制庁からの情報提供により、関係省庁が所管する放射線関係法令

（獣医療法を含む。）において、銀（Ａｇ）の放射性同位体の記載について

形式上の誤りがあることが判明したことから、本改正に合わせて是正した。

（規則別表第２関係及び告示別表第３関係） 
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農
林
水
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省
令
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十
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獣
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療
法
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成
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年
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律
第
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十
六
号
）
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二
項
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基
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、
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医
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行
規
則
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林
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江
藤
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、
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正
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掲
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傍
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「
傍
線
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と
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。
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掲
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掲
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掲
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正
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掲
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傍
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掲
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線
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。

（別添１）



改

正

後

改

正

前

（
診
療
施
設
の
開
設
の
届
出
）

（
診
療
施
設
の
開
設
の
届
出
）

第
一
条

獣
医
療
法
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。
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第
三
条
前
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の
農
林
水
産
省

第
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医
療
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」
と
い
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農
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水
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お
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令
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事
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、
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お
り
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。

一
～
六

（
略
）

一
～
六

（
略
）

七

診
療
の
用
に
供
す
る
一
メ
ガ
電
子
ボ
ル
ト
以
上
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
有
す

七

診
療
の
用
に
供
す
る
一
メ
ガ
電
子
ボ
ル
ト
以
上
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エ
ネ
ル
ギ
ー
を
有
す
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電
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線
又
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エ
ッ
ク
ス
線
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発
生
装
置
（
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下
「
診
療
用
高
エ
ネ
ル
ギ

る
電
子
線
又
は
エ
ッ
ク
ス
線
の
発
生
装
置
（
以
下
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診
療
用
高
エ
ネ
ル
ギ

ー
放
射
線
発
生
装
置
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と
い
う
。
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備
え
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診
療
施
設
に
あ
っ
て
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ー
放
射
線
発
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え
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診
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設
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次
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イ
～
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（
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イ
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）
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同
位
元
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す
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線
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る
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又
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イ
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ハ
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の
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機
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農
林
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「
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機
器
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う
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農
林
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が
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も
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「
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射
性
同
位
元
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備
診
療
機
器
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い
う
。
）
を
備
え
た
診
療
施
設
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っ
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装
備
診
療
機
器
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を
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た
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設
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あ
っ
て
は
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に
掲
げ
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に
掲
げ
る
事
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イ
～
ハ

（
略
）

イ
～
ハ

（
略
）

ニ

放
射
性
同
位
元
素
等
の
規
制
に
関
す
る
法
律
第
九
条
第
二
項
第
一
号

ニ

放
射
性
同
位
元
素
等
に
よ
る
放
射
線
障
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
第

の
許
可
の
年
月
日
及
び
許
可
の
番
号
（
同
法
第
三
条
の
放
射
性
同
位
元

九
条
第
二
項
第
一
号
の
許
可
の
年
月
日
及
び
許
可
の
番
号
（
同
法
第
三

素
を
使
用
す
る
場
合
に
限
る
。
）

条
の
放
射
性
同
位
元
素
を
使
用
す
る
場
合
に
限
る
。
）

ホ

放
射
性
同
位
元
素
等
の
規
制
に
関
す
る
法
律
第
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十
四
条
第
一
項
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ホ

放
射
性
同
位
元
素
等
に
よ
る
放
射
線
障
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
第

規
定
に
よ
り
選
任
さ
れ
た
放
射
線
取
扱
主
任
者
の
氏
名
（
同
法
第
十
二

三
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
選
任
さ
れ
た
放
射
線
取
扱
主
任
者
の

条
の
五
第
二
項
に
規
定
す
る
表
示
付
認
証
機
器
及
び
同
条
第
三
項
に
規

氏
名
（
同
法
第
十
二
条
の
五
第
二
項
に
規
定
す
る
表
示
付
認
証
機
器
及

定
す
る
表
示
付
特
定
認
証
機
器
の
み
を
使
用
す
る
場
合
を
除
く
。
）

び
同
条
第
三
項
に
規
定
す
る
表
示
付
特
定
認
証
機
器
の
み
を
使
用
す
る

場
合
を
除
く
。
）

十
一
～
十
六

（
略
）

十
一
～
十
六

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

（
放
射
線
管
理
責
任
者
）

（
放
射
線
管
理
責
任
者
）

第
七
条

（
略
）

第
七
条

（
略
）

２

放
射
線
管
理
責
任
者
は
、
放
射
性
同
位
元
素
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の
規
制
に
関
す
る
法
律
第

２

放
射
線
管
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責
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者
は
、
放
射
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同
位
元
素
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よ
る
放
射
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害
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防

三
十
五
条
第
二
項
の
第
一
種
放
射
線
取
扱
主
任
者
免
状
を
有
す
る
者
そ
の
他

止
に
関
す
る
法
律
第
三
十
五
条
第
二
項
の
第
一
種
放
射
線
取
扱
主
任
者
免
状

放
射
性
同
位
元
素
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取
扱
い
に
必
要
な
専
門
的
知
識
及
び
能
力
を
有
す
る
者

を
有
す
る
者
そ
の
他
放
射
性
同
位
元
素
の
取
扱
い
に
必
要
な
専
門
的
知
識
及

を
も
っ
て
充
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

び
能
力
を
有
す
る
者
を
も
っ
て
充
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。



（
放
射
線
障
害
の
予
防
に
関
す
る
規
程
）

（
放
射
線
障
害
の
予
防
に
関
す
る
規
程
）

第
七
条
の
二

診
療
用
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
放
射
線
発
生
装
置
、
診
療
用
放
射
線
照

第
七
条
の
二

診
療
用
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
放
射
線
発
生
装
置
、
診
療
用
放
射
線
照

射
装
置
、
診
療
用
放
射
線
照
射
器
具
、
放
射
性
同
位
元
素
装
備
診
療
機
器
、

射
装
置
、
診
療
用
放
射
線
照
射
器
具
、
放
射
性
同
位
元
素
装
備
診
療
機
器
、

診
療
用
放
射
性
同
位
元
素
又
は
陽
電
子
断
層
撮
影
診
療
用
放
射
性
同
位
元
素

診
療
用
放
射
性
同
位
元
素
又
は
陽
電
子
断
層
撮
影
診
療
用
放
射
性
同
位
元
素

を
備
え
た
診
療
施
設
の
管
理
者
は
、
診
療
の
業
務
の
開
始
前
に
、
農
林
水
産

を
備
え
た
診
療
施
設
の
管
理
者
は
、
診
療
の
業
務
の
開
始
前
に
、
農
林
水
産

大
臣
が
定
め
る
事
項
を
記
載
し
た
放
射
線
障
害
の
予
防
に
関
す
る
規
程
を
定

大
臣
が
定
め
る
事
項
を
記
載
し
た
放
射
線
障
害
の
予
防
に
関
す
る
規
程
を
定

め
、
こ
れ
に
よ
り
管
理
を
行
う
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
診
療
用
高
エ
ネ
ル

め
、
こ
れ
に
よ
り
管
理
を
行
う
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
診
療
用
高
エ
ネ
ル

ギ
ー
放
射
線
発
生
装
置
、
診
療
用
放
射
線
照
射
装
置
、
診
療
用
放
射
線
照
射

ギ
ー
放
射
線
発
生
装
置
、
診
療
用
放
射
線
照
射
装
置
、
診
療
用
放
射
線
照
射

器
具
又
は
放
射
性
同
位
元
素
装
備
診
療
機
器
の
み
を
備
え
た
場
合
に
あ
っ
て

器
具
又
は
放
射
性
同
位
元
素
装
備
診
療
機
器
の
み
を
備
え
た
場
合
に
あ
っ
て

は
、
放
射
性
同
位
元
素
等
の
規
制
に
関
す
る
法
律
第
二
十
一
条
第
一
項
の
規

は
、
放
射
性
同
位
元
素
等
に
よ
る
放
射
線
障
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
第
二

定
に
よ
り
作
成
さ
れ
た
放
射
線
障
害
予
防
規
程
を
も
っ
て
、
当
該
放
射
線
障

十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
作
成
さ
れ
た
放
射
線
障
害
予
防
規
程
を
も
っ

害
の
予
防
に
関
す
る
規
程
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

て
、
当
該
放
射
線
障
害
の
予
防
に
関
す
る
規
程
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
放
射
線
診
療
従
事
者
等
の
被
ば
く
防
止
）

（
放
射
線
診
療
従
事
者
等
の
被
ば
く
防
止
）

第
十
三
条

（
略
）

第
十
三
条

（
略
）

２

診
療
施
設
の
管
理
者
は
、
放
射
線
診
療
従
事
者
等
の
受
け
る
等
価
線
量
が

２

診
療
施
設
の
管
理
者
は
、
放
射
線
診
療
従
事
者
等
の
受
け
る
等
価
線
量
が

次
に
掲
げ
る
値
を
超
え
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

次
に
掲
げ
る
値
を
超
え
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

眼
の
水
晶
体
に
つ
い
て
は
、
令
和
三
年
四
月
一
日
以
後
五
年
ご
と
に
区

一

眼
の
水
晶
体
に
つ
い
て
は
、
四
月
一
日
を
始
期
と
す
る
一
年
間
に
つ
き

分
し
た
各
期
間
に
つ
き
百
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
及
び
四
月
一
日
を
始
期
と
す

百
五
十
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト

る
一
年
間
に
つ
き
五
十
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト

二
・
三

（
略
）

二
・
三

（
略
）

３

（
略
）

３

（
略
）

（
線
量
の
測
定
等
）

（
線
量
の
測
定
等
）

第
十
四
条

前
条
の
実
効
線
量
及
び
等
価
線
量
は
、
外
部
放
射
線
に
被
ば
く
す

第
十
四
条

前
条
の
実
効
線
量
及
び
等
価
線
量
は
、
外
部
放
射
線
に
被
ば
く
す

る
こ
と
（
以
下
「
外
部
被
ば
く
」
と
い
う
。
）
に
よ
る
線
量
及
び
内
部
被
ば

る
こ
と
（
以
下
「
外
部
被
ば
く
」
と
い
う
。
）
に
よ
る
線
量
及
び
内
部
被
ば

く
に
よ
る
線
量
に
つ
い
て
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
測
定
し
、
又
は
計
算

く
に
よ
る
線
量
に
つ
い
て
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
測
定
し
、
又
は
計
算

し
た
結
果
に
基
づ
き
、
農
林
水
産
大
臣
が
定
め
る
方
法
に
よ
り
そ
の
値
を
求

し
た
結
果
に
基
づ
き
、
農
林
水
産
大
臣
が
定
め
る
方
法
に
よ
り
そ
の
値
を
求

め
る
も
の
と
す
る
。

め
る
も
の
と
す
る
。

一
～
三

（
略
）

一
～
三

（
略
）

四

前
各
号
の
規
定
の
ほ
か
、
眼
の
水
晶
体
の
等
価
線
量
を
算
定
す
る
た
め

（
新
設
）



の
線
量
の
測
定
は
、
眼
の
近
傍
そ
の
他
の
適
切
な
部
位
に
つ
い
て
三
ミ
リ

メ
ー
ト
ル
線
量
当
量
を
測
定
す
る
こ
と
に
よ
り
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

五
・
六

（
略
）

四
・
五

（
略
）

（
放
射
線
診
療
従
事
者
等
に
係
る
線
量
の
記
録
）

（
放
射
線
診
療
従
事
者
等
に
係
る
線
量
の
記
録
）

第
十
五
条

診
療
施
設
の
管
理
者
は
、
放
射
線
診
療
従
事
者
等
に
係
る
次
の
各

第
十
五
条

診
療
施
設
の
管
理
者
は
、
放
射
線
診
療
従
事
者
等
に
係
る
次
の
各

号
に
掲
げ
る
線
量
を
記
録
し
、
こ
れ
を
五
年
間
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

号
に
掲
げ
る
線
量
を
記
録
し
、
こ
れ
を
五
年
間
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

い
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

人
体
の
組
織
（
眼
の
水
晶
体
及
び
女
子
の
腹
部
を
除
く
。
）
別
の
等

二

人
体
の
組
織
別
の
等
価
線
量
に
つ
い
て
、
四
月
一
日
、
七
月
一
日
、
十

価
線
量
に
つ
い
て
、
四
月
一
日
、
七
月
一
日
、
十
月
一
日
及
び
一
月
一
日

月
一
日
及
び
一
月
一
日
を
始
期
と
す
る
各
三
月
間
ご
と
の
合
計
並
び
に
四

を
始
期
と
す
る
各
三
月
間
ご
と
の
合
計
並
び
に
四
月
一
日
を
始
期
と
す
る

月
一
日
を
始
期
と
す
る
一
年
間
ご
と
の
合
計
（
女
子
の
腹
部
の
等
価
線
量

一
年
間
ご
と
の
合
計

に
あ
っ
て
は
、
毎
月
一
日
を
始
期
と
す
る
各
一
月
間
ご
と
の
合
計
、
四
月

一
日
、
七
月
一
日
、
十
月
一
日
及
び
一
月
一
日
を
始
期
と
す
る
各
三
月
間

ご
と
の
合
計
並
び
に
四
月
一
日
を
始
期
と
す
る
一
年
間
ご
と
の
合
計
）

三

眼
の
水
晶
体
の
等
価
線
量
に
つ
い
て
、
四
月
一
日
、
七
月
一
日
、
十

（
新
設
）

月
一
日
及
び
一
月
一
日
を
始
期
と
す
る
各
三
月
間
ご
と
の
合
計
並
び
に

四
月
一
日
を
始
期
と
す
る
一
年
間
ご
と
の
合
計
。
た
だ
し
、
四
月
一
日

を
始
期
と
す
る
一
年
間
に
つ
い
て
の
眼
の
水
晶
体
の
等
価
線
量
が
二
十

ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
を
超
え
た
場
合
は
、
当
該
一
年
間
以
降
は
、
当
該
一

年
間
を
含
む
第
十
三
条
第
二
項
第
一
号
に
定
め
る
五
年
間
に
つ
い
て
、

四
月
一
日
を
始
期
と
す
る
一
年
間
ご
と
に
累
積
し
た
値

四

女
子
の
腹
部
の
等
価
線
量
に
つ
い
て
、
毎
月
一
日
を
始
期
と
す
る
各

（
新
設
）

一
月
間
ご
と
の
合
計
、
四
月
一
日
、
七
月
一
日
、
十
月
一
日
及
び
一
月
一

日
を
始
期
と
す
る
各
三
月
間
ご
と
の
合
計
並
び
に
四
月
一
日
を
始
期
と

す
る
一
年
間
ご
と
の
合
計

（
放
射
線
診
療
従
事
者
等
の
教
育
訓
練
及
び
研
修
）

（
放
射
線
診
療
従
事
者
等
の
教
育
訓
練
及
び
研
修
）

第
十
六
条
の
二

診
療
施
設
の
管
理
者
は
、
放
射
線
診
療
従
事
者
等
（
放
射
性

第
十
六
条
の
二

診
療
施
設
の
管
理
者
は
、
放
射
線
診
療
従
事
者
等
（
放
射
性

同
位
元
素
等
の
規
制
に
関
す
る
法
律
第
二
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
教
育
及
び

同
位
元
素
等
に
よ
る
放
射
線
障
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
第
二
十
二
条
の
規



訓
練
を
施
さ
れ
た
者
を
除
く
。
）
に
対
し
、
初
め
て
管
理
区
域
に
立
ち
入
る

定
に
よ
り
教
育
及
び
訓
練
を
施
さ
れ
た
者
を
除
く
。
）
に
対
し
、
初
め
て
管

前
及
び
管
理
区
域
に
立
ち
入
っ
た
後
に
あ
っ
て
は
一
年
を
超
え
な
い
期
間
ご

理
区
域
に
立
ち
入
る
前
及
び
管
理
区
域
に
立
ち
入
っ
た
後
に
あ
っ
て
は
一
年

と
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
の
教
育
及
び
訓
練
を
施
さ
な
け
れ
ば
な

を
超
え
な
い
期
間
ご
と
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
の
教
育
及
び
訓
練

ら
な
い
。

を
施
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
～
四

（
略
）

一
～
四

（
略
）

２

診
療
用
放
射
性
同
位
元
素
又
は
陽
電
子
断
層
撮
影
診
療
用
放
射
性
同
位
元

２

診
療
用
放
射
性
同
位
元
素
又
は
陽
電
子
断
層
撮
影
診
療
用
放
射
性
同
位
元

素
を
備
え
た
診
療
施
設
の
管
理
者
は
、
放
射
線
診
療
従
事
者
等
で
あ
る
獣
医

素
を
備
え
た
診
療
施
設
の
管
理
者
は
、
放
射
線
診
療
従
事
者
等
で
あ
る
獣
医

師
（
放
射
性
同
位
元
素
等
の
規
制
に
関
す
る
法
律
第
三
十
六
条
の
二
第
一
項

師
（
放
射
性
同
位
元
素
等
に
よ
る
放
射
線
障
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
第
三

に
規
定
す
る
放
射
線
取
扱
主
任
者
定
期
講
習
を
受
け
て
い
る
者
を
除
く
。
）

十
六
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
定
期
講
習
を
受
け
て
い
る
者
を
除
く
。
）

に
対
し
、
初
め
て
診
療
を
行
う
前
及
び
診
療
を
行
っ
た
後
に
あ
っ
て
は
三
年

に
対
し
、
初
め
て
診
療
を
行
う
前
及
び
診
療
を
行
っ
た
後
に
あ
っ
て
は
三
年

を
超
え
な
い
期
間
ご
と
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
の
研
修
を
受
け
さ

を
超
え
な
い
期
間
ご
と
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
の
研
修
を
受
け
さ

せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
～
五

（
略
）

一
～
五

（
略
）

３

（
略
）

３

（
略
）

別
表
第
二

（第
十
八
条
の
二
関
係

）

別
表
第
二

（第
十
八
条
の
二
関
係

）

放
射
性
同
位
元
素
の
種
類
が
明
ら
か
で

か
つ

一
種
類
で
あ
る
場
合
の
空

放
射
性
同
位
元
素
の
種
類
が
明
ら
か
で

か
つ

一
種
類
で
あ
る
場
合
の
空

、
、

、
、

気
中
の
濃
度
限
度
等

気
中
の
濃
度
限
度
等

第
一
欄

第
二
欄

第
三
欄

第
四
欄

第
一
欄

第
二
欄

第
三
欄

第
四
欄

放
射
性
同
位
元
素
の
種
類

空
気
中

排
液
中

排
気
中

放
射
性
同
位
元
素
の
種
類

空
気
中

排
液
中

排
気
中

核
種

化
学
形
等

濃
度
限

又
は
排

又
は
空

核
種

化
学
形
等

濃
度
限

又
は
排

又
は
空

度
水
中
の

気
中
の

度
水
中
の

気
中
の

(Bq/㎤
)
濃
度
限

濃
度
限

(Bq/㎤
)
濃
度
限

濃
度
限

度
度

度
度

(Bq/㎤
)

(Bq/㎤
)

(Bq/㎤
)

(Bq/㎤
)

（略

）

（略

）

（略

）

（略

）

（略

）

（略

）

（略

）

（略

）

（略

）

（略

）

101A
g

硝
酸
塩

硫
化
物

酸
化
物

（略

）

（略

）

（略

）

101A
g

硝
酸
塩

硫
化
物

酸
化
物

（略

）

（略

）

（略

）

、
、

、
、

及
び
水
酸
化
物
以
外
の
化
合

水
酸
化
物
及
び
金
属
銀

、

物
並
び
に
金
属
銀

（略

）

（略

）

（略

）

（略

）

（略

）

（略

）

（略
）

（略

）

（略

）

（略

）



102Ag
硝
酸
塩

硫
化
物

酸
化
物

（略

）

（略

）

（略

）

102Ag
硝
酸
塩

硫
化
物

酸
化
物

（略

）

（略

）

（略

）

、
、

、
、

及
び
水
酸
化
物
以
外
の
化
合

水
酸
化
物
及
び
金
属
銀

、

物
並
び
に
金
属
銀

（略
）

（略

）

（略

）

（略

）

（略

）

（略

）

（略

）

（略

）

（略

）

（略

）

103A
g

硝
酸
塩

硫
化
物

酸
化
物

（略

）

（略

）

（略

）

103A
g

硝
酸
塩

硫
化
物

酸
化
物

（略

）

（略

）

（略

）

、
、

、
、

及
び
水
酸
化
物
以
外
の
化
合

水
酸
化
物
及
び
金
属
銀

、

物
並
び
に
金
属
銀

（略

）

（略

）

（略

）

（略

）

（略

）

（略

）

（略

）

（略

）

（略

）

（略

）

104A
g

硝
酸
塩

硫
化
物

酸
化
物

（略

）

（略

）

（略

）

104A
g

硝
酸
塩

硫
化
物

酸
化
物

（略

）

（略

）

（略

）

、
、

、
、

及
び
水
酸
化
物
以
外
の
化
合

水
酸
化
物
及
び
金
属
銀

、

物
並
び
に
金
属
銀

（略

）

（略

）

（略

）

（略

）

（略

）

（略

）

（略

）

（略

）

（略

）

（略

）

104mA
g

硝
酸
塩

硫
化
物

酸
化
物

（略

）

（略

）

（略

）

104mA
g

硝
酸
塩

硫
化
物

酸
化
物

（略

）

（略

）

（略

）

、
、

、
、

及
び
水
酸
化
物
以
外
の
化
合

水
酸
化
物
及
び
金
属
銀

、

物
並
び
に
金
属
銀

（略

）

（略

）

（略
）

（略

）

（略

）

（略

）

（略

）

（略

）

（略

）

（略

）

105A
g

硝
酸
塩

硫
化
物

酸
化
物

（略
）

（略

）

（略

）

105A
g

硝
酸
塩

硫
化
物

酸
化
物

（略

）

（略

）

（略

）

、
、

、
、

及
び
水
酸
化
物
以
外
の
化
合

水
酸
化
物
及
び
金
属
銀

、

物
並
び
に
金
属
銀

（略

）

（略

）

（略

）

（略
）

（略

）

（略

）

（略

）

（略

）

（略

）

（略

）

105mA
g

硝
酸
塩

硫
化
物

酸
化
物

（略

）

（略

）

（略

）

105mA
g

硝
酸
塩

硫
化
物

酸
化
物

（略

）

（略

）

（略

）

、
、

、
、

及
び
水
酸
化
物
以
外
の
化
合

水
酸
化
物
及
び
金
属
銀

、

物
並
び
に
金
属
銀

（略

）

（略

）

（略

）

（略

）

（略

）

（略

）

（略

）

（略

）

（略

）

（略

）

106A
g

硝
酸
塩

硫
化
物

酸
化
物

（略

）

（略

）

（略

）

106A
g

硝
酸
塩

硫
化
物

酸
化
物

（略

）

（略

）

（略

）

、
、

、
、

及
び
水
酸
化
物
以
外
の
化
合

水
酸
化
物
及
び
金
属
銀

、

物
並
び
に
金
属
銀

（略

）

（略

）

（略

）

（略

）

（略

）

（略
）

（略

）

（略

）

（略

）

（略

）

106mA
g

硝
酸
塩

硫
化
物

酸
化
物

（略

）

（略

）

（略

）

106mA
g

二
硫
化
モ
リ
ブ
デ
ン

硫
化

（略

）

（略

）

（略

）

、
、

、

及
び
水
酸
化
物
以
外
の
化
合

物
酸
化
物

水
酸
化
物
及

、
、



物
並
び
に
金
属
銀

び
金
属
銀

（略

）

（略

）

（略

）

（略

）

（略

）

（略

）

（略

）

（略

）

（略

）

（略

）

108A
g

硝
酸
塩

硫
化
物

酸
化
物

（略

）

（略

）

（略

）

108A
g

硝
酸
塩

硫
化
物

酸
化
物

（略

）

（略

）

（略

）

、
、

、
、

及
び
水
酸
化
物
以
外
の
化
合

水
酸
化
物
及
び
金
属
銀

、

物
並
び
に
金
属
銀

（略

）

（略

）

（略

）

（略

）

（略

）

（略

）

（略

）

（略

）

（略

）

（略

）

108mA
g

硝
酸
塩

硫
化
物

酸
化
物

（略

）

（略

）

（略

）

108mA
g

硝
酸
塩

硫
化
物

酸
化
物

（略

）

（略

）

（略

）

、
、

、
、

及
び
水
酸
化
物
以
外
の
化
合

水
酸
化
物
及
び
金
属
銀

、

物
並
び
に
金
属
銀

（略

）

（略

）

（略

）

（略

）

（略

）

（略

）

（略

）

（略

）

（略

）

（略

）

109mAg
硝
酸
塩

硫
化
物

酸
化
物

（略

）

（略

）

（略

）

109mAg
硝
酸
塩

硫
化
物

酸
化
物

（略

）

（略

）

（略

）

、
、

、
、

及
び
水
酸
化
物
以
外
の
化
合

水
酸
化
物
及
び
金
属
銀

、

物
並
び
に
金
属
銀

（略

）

（略

）

（略

）

（略

）

（略

）

（略

）

（略

）

（略

）

（略

）

（略

）

110Ag
硝
酸
塩

硫
化
物

酸
化
物

（略

）

（略

）

（略

）

110Ag
硝
酸
塩

硫
化
物

酸
化
物

（略

）

（略

）

（略

）

、
、

、
、

及
び
水
酸
化
物
以
外
の
化
合

水
酸
化
物
及
び
金
属
銀

、

物
並
び
に
金
属
銀

（略

）

（略

）

（略

）

（略

）

（略

）

（略

）

（略

）

（略

）

（略

）

（略

）

110mAg
硝
酸
塩

硫
化
物

酸
化
物

（略

）

（略
）

（略

）

110mAg
硝
酸
塩

硫
化
物

酸
化
物

（略

）

（略

）

（略

）

、
、

、
、

及
び
水
酸
化
物
以
外
の
化
合

水
酸
化
物
及
び
金
属
銀

、

物
並
び
に
金
属
銀

（略

）

（略

）

（略

）

（略

）

（略
）

（略

）

（略

）

（略

）

（略

）

（略

）

111Ag
硝
酸
塩

硫
化
物

酸
化
物

（略

）

（略

）

（略
）

111Ag
硝
酸
塩

硫
化
物

酸
化
物

（略

）

（略

）

（略

）

、
、

、
、

及
び
水
酸
化
物
以
外
の
化
合

水
酸
化
物
及
び
金
属
銀

、

物
並
び
に
金
属
銀

（略

）

（略

）

（略

）

（略

）

（略

）

（略

）

（略

）

（略

）

（略

）

（略

）

111mA
g

硝
酸
塩

硫
化
物

酸
化
物

（略

）

（略

）

（略

）

111mA
g

硝
酸
塩

硫
化
物

酸
化
物

（略

）

（略

）

（略

）

、
、

、
、

及
び
水
酸
化
物
以
外
の
化
合

水
酸
化
物
及
び
金
属
銀

、

物
並
び
に
金
属
銀

（略

）

（略

）

（略

）

（略

）

（略

）

（略

）

（略
）

（略

）

（略

）

（略

）



112Ag
硝
酸
塩

硫
化
物

酸
化
物

（略

）

（略

）

（略

）

112Ag
硝
酸
塩

硫
化
物

酸
化
物

（略

）

（略

）

（略

）

、
、

、
、

及
び
水
酸
化
物
以
外
の
化
合

水
酸
化
物
及
び
金
属
銀

、

物
並
び
に
金
属
銀

（略
）

（略

）

（略

）

（略

）

（略

）

（略

）

（略

）

（略

）

（略

）

（略

）

113A
g

硝
酸
塩

硫
化
物

酸
化
物

（略

）

（略

）

（略

）

113A
g

硝
酸
塩

硫
化
物

酸
化
物

（略

）

（略

）

（略

）

、
、

、
、

及
び
水
酸
化
物
以
外
の
化
合

水
酸
化
物
及
び
金
属
銀

、

物
並
び
に
金
属
銀

（略

）

（略

）

（略

）

（略

）

（略

）

（略

）

（略

）

（略

）

（略

）

（略

）

113mA
g

硝
酸
塩

硫
化
物

酸
化
物

（略

）

（略

）

（略

）

113mA
g

硝
酸
塩

硫
化
物

酸
化
物

（略

）

（略

）

（略

）

、
、

、
、

及
び
水
酸
化
物
以
外
の
化
合

水
酸
化
物
及
び
金
属
銀

、

物
並
び
に
金
属
銀

（略

）

（略

）

（略

）

（略

）

（略

）

（略

）

（略

）

（略

）

（略

）

（略

）

115A
g

硝
酸
塩

硫
化
物

酸
化
物

（略

）

（略

）

（略

）

115A
g

硝
酸
塩

硫
化
物

酸
化
物

（略

）

（略

）

（略

）

、
、

、
、

及
び
水
酸
化
物
以
外
の
化
合

水
酸
化
物
及
び
金
属
銀

、

物
並
び
に
金
属
銀

（略

）

（略

）

（略
）

（略

）

（略

）

（略

）

（略

）

（略

）

（略

）

（略

）



（別添１）

附

則

こ
の
省
令
は
、
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
一
条
第
一
項
第
七
号
ホ
、
第
八
号
ニ
、
第
九
号
ニ
並
び

に
第
十
号
ニ
及
び
ホ
、
第
七
条
第
二
項
、
第
七
条
の
二
、
第
十
六
条
の
二
第
一
項
及
び
第
二
項
並
び
に
別
表
第
二
の
改
正
規
定

は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

tetsuya_nakamoto250
長方形



○
農
林
水
産
省
告
示
第
八
百
七
十
九
号

獣
医
療
法
施
行
規
則
（
平
成
四
年
農
林
水
産
省
令
第
四
十
四
号
）
第
十
四
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
一
年
二
月
二
十

日
農
林
水
産
省
告
示
第
二
百
三
十
九
号
（
獣
医
療
法
施
行
規
則
第
十
四
条
の
規
定
に
基
づ
き
農
林
水
産
大
臣
が
定
め
る
方
法
を

定
め
る
件
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
二
年
四
月
二
十
二
日

農
林
水
産
大
臣

江
藤

拓

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
（
以
下
「
傍
線
部
分
」
と
い
う
。
）
で
こ
れ
に
対
応
す

る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
部
分
が
あ
る
も
の
は
、
こ
れ
を
当
該
傍
線
部
分
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規

定
の
傍
線
部
分
で
こ
れ
に
対
応
す
る
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
部
分
が
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
加
え
る
。

（別添２）



改

正

後

改

正

前

（
内
部
被
ば
く
に
よ
る
線
量
の
測
定
）

（
内
部
被
ば
く
に
よ
る
線
量
の
測
定
）

第
二
条

規
則
第
十
四
条
第
六
号
の
内
部
被
ば
く
に
よ
る
線
量
の
測
定
は
、
吸

第
二
条

規
則
第
十
四
条
第
五
号
の
内
部
被
ば
く
に
よ
る
線
量
の
測
定
は
、
吸

入
摂
取
し
、
又
は
経
口
摂
取
し
た
放
射
性
同
位
元
素
に
つ
い
て
別
表
第
三
の

入
摂
取
し
、
又
は
経
口
摂
取
し
た
放
射
性
同
位
元
素
に
つ
い
て
別
表
第
三
の

第
一
欄
に
掲
げ
る
放
射
性
同
位
元
素
の
種
類
ご
と
に
適
切
な
方
法
に
よ
り
吸

第
一
欄
に
掲
げ
る
放
射
性
同
位
元
素
の
種
類
ご
と
に
適
切
な
方
法
に
よ
り
吸

入
摂
取
し
、
又
は
経
口
摂
取
し
た
放
射
性
同
位
元
素
の
摂
取
量
を
計
算
し
、

入
摂
取
し
、
又
は
経
口
摂
取
し
た
放
射
性
同
位
元
素
の
摂
取
量
を
計
算
し
、

次
項
の
規
定
に
よ
り
算
出
す
る
こ
と
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、

次
項
の
規
定
に
よ
り
算
出
す
る
こ
と
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、

農
林
水
産
大
臣
が
認
め
た
方
法
に
よ
り
測
定
す
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
は

農
林
水
産
大
臣
が
認
め
た
方
法
に
よ
り
測
定
す
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
は

な
い
。

な
い
。

２

（
略
）

２

（
略
）

（
実
効
線
量
及
び
等
価
線
量
の
算
定
）

（
実
効
線
量
及
び
等
価
線
量
の
算
定
）

第
三
条

（
略
）

第
三
条

（
略
）

２

規
則
第
十
四
条
の
等
価
線
量
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

２

規
則
第
十
四
条
の
等
価
線
量
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

眼
の
水
晶
体
の
等
価
線
量
は
、
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
線
量
当
量
、
三
ミ

二

眼
の
水
晶
体
の
等
価
線
量
は
、
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
線
量
当
量
又
は
七

リ
メ
ー
ト
ル
線
量
当
量
又
は
七
十
マ
イ
ク
ロ
メ
ー
ト
ル
線
量
当
量
の
う
ち

十
マ
イ
ク
ロ
メ
ー
ト
ル
線
量
当
量
の
う
ち
、
適
切
な
方
と
す
る
こ
と
。

、
い
ず
れ
か
適
切
な
も
の
と
す
る
こ
と
。

三

（
略
）

三

（
略
）

別
表

第
三

（第
二

条
関

係

）

別
表

第
三

（第
二

条
関

係

）

放
射

性
同

位
元

素
を

吸
入

摂
取

又
は

経
口

摂
取

し
た

場
合

の
実

効
線

量
係

数
放

射
性

同
位

元
素

を
吸

入
摂

取
又

は
経

口
摂

取
し

た
場

合
の

実
効

線
量

係
数

等
等

第
一

欄
第

二
欄

第
三

欄
第

一
欄

第
二

欄
第

三
欄

放
射

性
同

位
元

素
の

種
類

吸
入

摂
取

し
経

口
摂

取
し

放
射

性
同

位
元

素
の

種
類

吸
入

摂
取

し
経

口
摂

取
し

核
種

化
学

形
等

た
場

合
の

実
た

場
合

の
実

核
種

化
学

形
等

た
場

合
の

実
た

場
合

の
実

効
線

量
係

数
効

線
量

係
数

効
線

量
係

数
効

線
量

係
数

（m
S
v
/
B
q

）

（m
S
v
/
B
q

）

（m
S
v
/
B
q

）

（m
S
v
/
B
q

）

（略

）

（略

）

（略

）

（略

）

（略

）

（略
）

（略

）

（略

）



101A
g

硝
酸

塩
硫

化
物
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附

則

こ
の
告
示
は
、
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
別
表
第
三
の
改
正
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
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「獣医療法施行規則の一部を改正する省令及び関連告示の施行に伴う診療用放射線の防護等について」（平成21年２月20日付け20消安第11529号農林水産省消費

・安全局長通知）の一部改正新旧対照表
（傍線の部分は改正部分）

改 正 後 現 行

第１ 改正の背景 第１ 改正の背景

近年の飼育動物に対する国民の意識の変化に伴い、高度獣医療に対する 近年の飼育動物に対する国民の意識の変化に伴い、高度獣医療に対する

ニーズが高まっており、放射線診療分野において、従来実施されているエ ニーズが高まっており、放射線診療分野において、従来実施されているエ

ックス線装置を利用した診療に加え、診療用高エネルギー放射線発生装 ックス線装置を利用した診療に加え、診療用高エネルギー放射線発生装

置、放射性医薬品等を利用した高度放射線診療の導入が望まれている。 置、放射線医薬品等を利用した高度放射線診療の導入が望まれている。

欧米の獣医療では、人の医療で実施されている高度な医療技術が導入さ 欧米の獣医療では、人の医療で実施されている高度な医療技術が導入さ

れており、特に放射性医薬品を用いた核医学については、競走馬や乗用馬 れており、特に放射性医薬品を用いた核医学については、競走馬や乗用馬

での微小骨折の早期診断を中心に普及し、犬や猫の小動物臨床においても での微小骨折の早期診断を中心に普及し、犬や猫の小動物臨床においても

腫瘍の早期診断や転移の評価等で利用されており、有用性の高い診療方法 腫瘍の早期診断や転移の評価等で利用されており、有用性の高い診療方法

として認知されている。 として認知されている。

一方、我が国では、現行の獣医療法（平成４年法律第４６号。以下 一方、我が国では、現行の獣医療法（平成４年法律第４６号。以下

「法」という。）及び獣医療法施行規則（平成４年農林水産省令第４４ 「法」という。）及び獣医療法施行規則（平成４年農林水産省令第４４

号。以下「規則」という。）において、診療用エックス線装置に関する診 号。以下「規則」という。）において、診療用エックス線装置に関する診

療施設の構造設備の基準及び診療施設の管理に関する事項について定めら 療施設の構造設備の基準及び診療施設の管理に関する事項について定めら

れているのみで、獣医療において高度放射線診療に対する放射線の防護の れているのみで、獣医療において高度放射線診療に対する放射線の防護の

体制が整備されていなかった。 体制が整備されていなかった。

このことから、エックス線装置に加え、診療用高エネルギー放射線発生 このことから、エックス線装置に加え、診療用高エネルギー放射線発生

装置、放射性医薬品等（診療用高エネルギー放射線発生装置、診療用放射 装置、放射性医薬品等（診療用高エネルギー放射線発生装置、診療用放射

線照射装置、診療用放射線照射器具、放射性同位元素装備診療機器、診療 線照射装置、診療用放射線照射器具、放射性同位元素装備診療機器、診療

用放射性同位元素及び陽電子断層撮影診療用放射性同位元素）による放射 用放射性同位元素及び陽電子断層撮影診療用放射性同位元素）による放射

線の防護のため、規則を改正し、診療施設の構造設備の基準及び診療施設 線の防護のため、規則を改正し、診療施設の構造設備の基準及び診療施設

の管理に関する事項等を定めることにより、獣医療における高度放射線診 の管理に関する事項等を定めることにより、獣医療における高度放射線診

療の体制を整備する。 療の体制を整備する。

第２ 放射性同位元素等の規制に関する法律との関係 第２ 放射性同位元素等による放射線障害の防止に関する法律との関係

放射性同位元素等の規制に関する法律（昭和３２年法律第１６７号。以 放射性同位元素等による放射線障害の防止に関する法律（昭和３２年法

下「放射性同位元素等規制法」という。）では、放射性同位元素等の規制 律第１６７号。以下「障防法」という。）では、放射性同位元素等による

に関する法律施行令（昭和３５年政令第２５９号。以下「放射性同位元素 放射線障害の防止に関する法律施行令（昭和３５年政令第２５９号。以下

等規制法施行令」という。）で定める数量を超える放射性同位元素又は放 「障防法施行令」という。）で定める数量を超える放射性同位元素又は放

射線発生装置を使用等する場合、放射性同位元素等規制法施行令で定める 射線発生装置を使用等する場合、障防法で定めるところにより、文部科学

（別添３）
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ところにより、原子力規制委員会の許可を受けなければならない（同法第 大臣の許可を受けなければならない（障防法第３条）。また、障防法施行

３条）。また、放射性同位元素等規制法施行令で定める数量を超える放射 令で定める数量を超える放射性同位元素以外の放射性同位元素について

性同位元素以外の放射性同位元素についても、使用の届出を行わなければ も、使用の届出を行わなければならない（障防法第３条の２）。ただし、

ならない（放射性同位元素等規制法第３条の２）。ただし、放射性同位元 放射性同位元素のうち、薬事法（昭和３５年法律第１４５号）第２条第１

素のうち、医薬品、医療機器等の品質、有効性及び安全性の確保等に関す 項に規定する医薬品については、障防法の適用から除かれている。

る法律（昭和３５年法律第１４５号。以下「薬機法」という。）第２条第 したがって、今回改正する内容のうち、診療用高エネルギー放射線発生

１項に規定する医薬品及び規則第１条第１項第１１号に規定する陽電子断 装置、診療用放射線照射装置、診療用放射線照射器具及び放射性同位元素

層撮影診療用放射性同位元素（治療又は診断のために獣医療を受ける飼育 装備診療機器については、障防法の適用を受けること、一方、医薬品であ

動物に対し投与される薬物であって、当該治療又は診断を行う診療施設に る診療用放射性同位元素及び陽電子断層撮影診療用放射性同位元素（いわ

おいて調剤されるものに限る。）については、放射性同位元素等規制法の ゆる放射性医薬品）については、障防法の適用は受けないことに留意され

適用から除かれている。 たい。

したがって、診療用高エネルギー放射線発生装置、診療用放射線照射装

置、診療用放射線照射器具及び放射性同位元素装備診療機器については、

同法の適用を受けること、一方、医薬品である診療用放射性同位元素及び

陽電子断層撮影診療用放射性同位元素(薬機法第２条第１７項に規定する

治験の対象とされる薬物であるものを除く。以下同じ。)については、放

射性同位元素等規制法の適用は受けないことに留意されたい。

第３ エックス線装置のみを用いて診療を行う診療施設に関する事項 第３ エックス線装置のみを用いて診療を行う診療施設に関する事項

１～７ （略） １～７ （略）

８ 放射線診療従事者等の被ばく防止（規則第１３条） ８ 放射線診療従事者等の被ばく防止（規則第１３条）

（１）～（６） （略） （１）～（６） （略）

（７）第２項第１号の眼の水晶体の等価線量限度は、令和３年４月１日 （７）第２項第１号の眼の水晶体の等価線量限度は、１年間につき１５

以後５年ごとに区分した各期間につき１００ミリシーベルト及び４ ０ミリシーベルトとする（４月１日を始期とする。）。

月１日を始期とする１年間につき５０ミリシーベルトとする。

（８）第２項第１号に規定する「令和３年４月１日以後５年ごとに区分 （新設）

した各期間につき１００ミリシーベルト」とは、５年間のブロック

管理で規制することを意味する。具体的には、放射線診療従事者等

の使用開始時期に関係なく、令和３年４月１日から令和８年３月３

１日まで、令和８年４月１日から令和１３年３月３１日までという

ように、期間ごとに区切られたブロック管理とする。

（９）～（11） （略） （８）～（10） （略）

９ 線量の測定等（規則第１４条） ９ 線量の測定等（規則第１４条）

（別添３）
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（１）～（３） （略） （１）～（３） （略）

（４）第１項第４号に規定する「眼の近傍」とは、頭けい部のうち眼の （新設）

水晶体が受ける放射線量を直接測定するために適切な位置のことを

いう。

（５）第１項第５号の外部被ばくによる測定については、管理区域に立 （４）第１項第４号の外部被ばくによる測定については、管理区域に立

ち入っている間継続して行う。 ち入っている間継続して行う。

（６） （略） （５） （略）

10 放射線診療従事者等に係る線量の記録（規則第１５条） 10 放射線診療従事者等に係る線量の記録（規則第１５条）

（１）・（２） （略） （１）・（２） （略）

（３）ある年度の眼の水晶体の等価線量が２０ミリシーベルトを超えた （新設）

場合は、当該１年間以降は、当該１年間を含む令和３年４月１日以

後５年ごとに区分した各５年間の累積実効線量（４月１日を始期と

する１年間ごとに算定された実効線量の合計）を記録し、その記録

を診療施設において保存すること。

（４） （略） （３） （略）

11～18 （略） 11～18 （略）

別図 （略） 別図 （略）

表１～表６ （略） 表１～表６ （略）

第４ 診療用高エネルギー放射線発生装置等を用いて診療を行う診療施設 第４ 診療用高エネルギー放射線発生装置等を用いて診療を行う診療施設

に関する事項 に関する事項

１ 基本的事項 １ 基本的事項

（１）診療用高エネルギー放射線発生装置等（診療用高エネルギー放射 （１）診療用高エネルギー放射線発生装置等（診療用高エネルギー放射

線発生装置、診療用放射線照射装置、診療用放射線照射器具、放射 線発生装置、診療用放射線照射装置、診療用放射線照射器具、放射

性同位元素装備診療機器、診療用放射性同位元素及び陽電子断層撮 性同位元素装備診療機器、診療用放射性同位元素及び陽電子断層撮

影診療用放射性同位元素）を使用して高度放射線診療を行う診療施 影診療用放射性同位元素）を使用して高度放射線診療を行う診療施

設の開設者は、これら機器等を診療施設に備えた場合、１０日以内 設の開設者は、これら機器等を診療施設に備えた場合、１０日以内

に、当該診療施設の所在地を管轄する都道府県知事に規則第１条第 に、当該診療施設の所在地を管轄する都道府県知事に規則第１条第

１項第７号から第１１号までに定める事項を届け出なければならな １項第７号から第１１号までに定める事項を届け出なければならな

い。また、これらの使用を廃止したとき又は届出事項を変更したと い。また、これらの使用を廃止したとき又は届出事項を変更したと

きも同様である。 きも同様である。

なお、「備えた場合」とは、これらの装置等について、放射性同 なお、「備えた場合」とは、これらの装置等について、障防法に

位元素等規制法に基づく使用の許可を受けた場合又は使用の届出を 基づく使用の許可を受けた場合又は使用の届出を行った場合と解さ

行った場合と解されたい。 れたい。

（別添３）
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（２）原子力規制委員会から農林水産大臣に対して、放射性同位元素等 （２）文部科学大臣から農林水産大臣に対して、障防法第４７条第１項

規制法第４７条第１項の規定による連絡（診療用高エネルギー放射 の規定による連絡（診療用高エネルギー放射線発生装置、診療用放

線発生装置、診療用放射線照射装置、診療用放射線照射器具又は放 射線照射装置、診療用放射線照射器具又は放射性同位元素装備診療

射性同位元素装備診療機器の使用の許可又は使用の届出）がなされ 機器の使用の許可又は使用の届出）がなされた場合、これに関して

た場合、これに関して畜水産安全管理課は、各都道府県担当部局に 畜水産安全管理課は、各都道府県担当部局に連絡する。

連絡する。

（３）（略） （３）（略）

（４）なお、届出の必要がある診療用高エネルギー放射線発生装置等の （４）なお、届出の必要がある診療用高エネルギー放射線発生装置等の

定義は次のとおりである。 定義は次のとおりである。

ア 「診療用高エネルギー放射線発生装置」とは、診療の用に供す 「診療用高エネルギー放射線発生装置」とは、診療の用に供する

る１メガ電子ボルト以上のエネルギーを有する電子線又はエック １メガ電子ボルト以上のエネルギーを有する電子線又はエックス線

ス線の発生装置をいう（規則第１条第１項第７号）。 の発生装置をいう（規則第１条第１項第７号）。

イ 「診療用放射線照射装置」とは、密封された放射性同位元素を 「診療用放射線照射装置」とは、密封された放射性同位元素を装

装備している診療の用に供する照射機器で、その装備する放射性 備している診療の用に供する照射機器で、その装備する放射性同位

同位元素の数が下限数量に１,０００を乗じて得た数量を超えるも 元素の数が下限数量に１,０００を乗じて得た数量を超えるものをい

のをいう（規則第１条第１項第８号）。ただし、放射性同位元素 う（規則第１条第１項第８号）。ただし、放射性同位元素装備診療

装備診療機器は含まれない。 機器は含まれない。

ウ 「診療用放射線照射器具」とは、密封された放射性同位元素を 「診療用放射線照射器具」とは、密封された放射性同位元素を装

装備している診療の用に供する照射機器で、その装備する放射性 備している診療の用に供する照射機器で、その装備する放射性同位

同位元素の数が下限数量に１,０００を乗じて得た数量以下のもの 元素の数が下限数量に

をいう（規則第１条第１項第９号）。ただし、放射性同位元素装 １,０００を乗じて得た数量以下のものをいう（規則第１条第１項第

備診療機器は含まれない。 ９号）。ただし、放射性同位元素装備診療機器は含まれない。

エ 「放射性同位元素装備診療機器」とは、密封された放射性同位 「放射性同位元素装備診療機器」とは、密封された放射性同位元

元素を装備している診療の用に供する機器のうち農林水産大臣が 素を装備している診療の用に供する機器のうち農林水産大臣が定め

定めるものをいう（規則第１条第１項第１０号）。現在、大臣指 るものをいう（規則第１条第１項第１０号）。現在、大臣指定機器

定機器告示において、骨塩定量分析装置、ガスクロマトグラフ用 告示において、骨塩定量分析装置、ガスクロマトグラフ用エレクト

エレクトロン・キャプチャ・ディテクタ及び輸血用血液照射装置 ロン・キャプチャ・ディテクタ及び輸血用血液照射装置が定められ

が定められている。 ている。

オ 「診療用放射性同位元素」とは、医薬品（薬機法第２条第１項 「診療用放射性同位元素」とは、医薬品（薬事法第２条第１項に

に規定する医薬品をいう。以下同じ。）である放射性同位元素で 規定する医薬品をいう。以下同じ。）である放射性同位元素で密封

密封されていないものをいう。ただし、放射性同位元素であっ されていないものをいう。ただし、放射性同位元素であって、陽電

て、陽電子断層撮影診療に用いるものは含まれない（規則第１条 子断層撮影診療に用いるものは含まれない（規則第１条第１項第１

第１項第１１号）。 １号）。

カ 「陽電子断層撮影診療用放射性同位元素」とは、放射性同位元 「陽電子断層撮影診療用放射性同位元素」とは、医薬品である放

素であって、陽電子断層撮影診療に用いるものをいう（規則第１ 射性同位元素であって、陽電子断層撮影診療に用いるものをいう

（別添３）
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条第１項第１１号）。 （規則第１条第１項第１１号）。

（５）（略） （５）（略）

２ 診療用高エネルギー放射線発生装置等の届出に関する事項 ２ 診療用高エネルギー放射線発生装置等の届出に関する事項

１） 診療用高エネルギー放射線発生装置の届出（規則第１条第１項第 １） 診療用高エネルギー放射線発生装置の届出（規則第１条第１項第

７号） ７号）

（１）～（４） （略） （１）～（４） （略）

（５）第７号ホの事項については、診療用高エネルギー放射線発生装置 （５）第７号ホの事項については、診療用高エネルギー放射線発生装置

を使用する場合、放射性同位元素等規制法も適用されることから、 を使用する場合、障防法も適用されることから、障防法第９条第２

同法第９条第２項第１号の許可の年月日及び許可の番号並びに同法 項第１号の許可の年月日及び許可の番号並びに同法第３４条第１項

第３４条第１項の規定により選任された放射線取扱主任者の氏名を の規定により選任された放射線取扱主任者の氏名を記載する。

記載する。

２） 診療用放射線照射装置の届出（規則第１条第１項第８号） ２） 診療用放射線照射装置の届出（規則第１条第１項第８号）

（１）～（４） （略） （１）～（４） （略）

（５）第８号ニの事項については、診療用放射線照射装置を使用する場 （５）第８号ニの事項については、診療用放射線照射装置を使用する場

合、放射性同位元素等規制法も適用されることから、同法第９条第 合、障防法も適用されることから、障防法第９条第２項第１号の許

２項第１号の許可の年月日及び許可の番号並びに同法第３４条第１ 可の年月日及び許可の番号並びに同法第３４条第１項の規定により

項の規定により選任された放射線取扱主任者の氏名を記載する。 選任された放射線取扱主任者の氏名を記載する。

３） 診療用放射線照射器具の届出（規則第１条第１項第９号） ３） 診療用放射線照射器具の届出（規則第１条第１項第９号）

（１）～（３） （略） （１）～（３） （略）

（４）第９号ニの事項については、診療用放射線照射器具を使用する場 （４）第９号ニの事項については、診療用放射線照射器具を使用する場

合、放射性同位元素等規制法も適用されることから、同法第３４条 合、障防法も適用されることから、同法第３４条第１項の規定によ

第１項の規定により選任された放射線取扱主任者の氏名を記載す り選任された放射線取扱主任者の氏名を記載する。

る。

（５） （略） （５） （略）

４） 放射性同位元素装備診療機器の届出（規則第１条第１項第１０ ４） 放射性同位元素装備診療機器の届出（規則第１条第１項第１０

号） 号）

（１）～（３） （略） （１）～（３） （略）

（４）第１０号ニ及びホの事項については、放射性同位元素等規制法が （４）第１０号ニ及びホの事項については、障防法が適用される機器で

適用される機器である場合、同法第９条第２項第１号の許可の年月 ある場合、障防法第９条第２項第１号の許可の年月日及び許可の番

日及び許可の番号並びに同法第３４条第１項の規定により選任され 号並びに同法第３４条第１項の規定により選任された放射線取扱主

た放射線取扱主任者の氏名を記載する。 任者の氏名を記載する。

５） （略） ５） （略）

３ 診療用高エネルギー放射線発生装置等の使用室等の構造設備 ３ 診療用高エネルギー放射線発生装置等の使用室等の構造設備

（別添３）
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１）～９） （略） １）～９） （略）

10） 放射線治療収容室（規則第６条の１１） 10） 放射線治療収容室（規則第６条の１１）

（１） （略） （１） （略）

（２）放射線治療収容室は、診療用放射線照射装置、診療用放射線照射 （２）放射線治療収容室は、診療用放射線照射装置、診療用放射線照射

器具、診療用放射性同位元素又は陽電子断層撮影診療用放射性同位 器具、診療用放射性同位元素又は陽電子断層撮影診療用放射性同位

元素により治療を受けている飼育動物を収容する施設である。 元素により治療を受けている飼育動物を収容する施設である。

この場合、「治療を受けている」とは、診療用放射線照射装置又 この場合、「治療を受けている」とは、診療用放射線照射装置又

は診療用放射線照射器具の飼育動物体内への挿入、あるいは診療用 は診療用放射線照射器具の飼育動物体内への挿入、あるいは診療用

放射性同位元素又は陽電子断層撮影診療用放射性同位元素の投与に 放射性同位元素又は陽電子断層撮影診療用放射性同位元素の投与に

より、放射線治療を受けていることである。 より、放射線治療を受けていることである。

なお、診療用放射線照射装置又は診療用放射線照射器具の使用に なお、診療用放射線照射装置又は診療用放射線照射器具の使用に

当たっては、放射性同位元素等規制法の適用を受けることに留意さ 当たっては、障防法の適用を受けることに留意されたい。

れたい。

（３）～（７） （略） （３）～（７） （略）

４ 放射線装置の防護等 ４ 放射線装置の防護等

１） 放射線管理責任者（規則第７条） １） 放射線管理責任者（規則第７条）

（１） （略） （１） （略）

（２）放射性同位元素等規制法第３４条第１項の規定では、密封されて （２）障防法第３４条第１項の規定では、密封されていない放射線源を

いない放射線源を使用する場合は、放射線障害の防止について監督 使用する場合は、放射線障害の防止について監督を行わせるため、

を行わせるため、同法第３５条第２項の第１種放射線取扱主任者免 同法第３５条第２項の第１種放射線取扱主任者免状を有する者のう

状を有する者のうちから放射線取扱主任者を選任しなければならな ちから放射線取扱主任者を選任しなければならない旨が定められて

い旨が定められている。医薬品である診療用放射性同位元素及び陽 いる。医薬品である診療用放射性同位元素及び陽電子断層撮影診療

電子断層撮影診療用放射性同位元素を使用する場合に限れば、同法 用放射性同位元素を使用する場合に限れば、障防法の適用は受けな

の適用は受けないが、今回、獣医療に初めて、診療用放射性同位元 いが、今回、獣医療に初めて、診療用放射性同位元素及び陽電子断

素及び陽電子断層撮影診療用放射性同位元素が導入されることを踏 層撮影診療用放射性同位元素が導入されることを踏まえ、これらを

まえ、これらを使用する診療施設にあっては、関連法規に加え、放 使用する診療施設にあっては、関連法規に加え、放射性同位元素及

射性同位元素及び獣医学に関する知識や技能有している者である び獣医学に関する知識や技能有している者であるが、第１種放射線

が、第１種放射線取扱主任者免状を有する獣医師を放射線管理責任 取扱主任者免状を有する獣医師を放射線管理責任者として配置され

者として配置されたい。 たい。

（３）ただし、放射性同位元素等規制法第１２条の８の特定許可使用者 （３）ただし、障防法第１２条の８の特定許可使用者（放射性同位元素

（放射性同位元素の使用する許可使用者又は放射線発生装置の使用 の使用する許可使用者又は放射線発生装置の使用する許可使用者を

する許可使用者をいう。）として、第１種放射線取扱主任者免状を いう。）として、第１種放射線取扱主任者免状を有する者を既に配

有する者を既に配置している場合は、当該者を放射線管理責任者と 置している場合は、当該者を放射線管理責任者として差し支えな

して差し支えない。 い。

（別添３）
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（４）・（５） （略） （４）・（５） （略）

２） 放射線障害の予防に関する規程（規則第７条の２） ２） 放射線障害の予防に関する規程（規則第７条の２）

（１） （略） （１） （略）

（２）ただし、診療用高エネルギー放射線発生装置、診療用放射線照射 （２）ただし、診療用高エネルギー放射線発生装置、診療用放射線照射

装置、診療用放射線照射器具又は放射性同位元素装備診療機器のみ 装置、診療用放射線照射器具又は放射性同位元素装備診療機器のみ

を備えた場合にあっては、放射性同位元素等規制法も適用されるこ を備えた場合にあっては、障防法も適用されることから、障防法第

とから、同法第２１条第１項の規定により作成された放射線障害予 ２１条第１項の規定により作成された放射線障害予防規程をもって

防規程をもって代えることができる。 代えることができる。

３）・４） （略） ３）・４） （略）

５ （略） ５ （略）

６ 使用場所等の制限（規則第１０条） ６ 使用場所等の制限（規則第１０条）

（１）・（２） （略） （１）・（２） （略）

（３）手術室での診療用高エネルギー放射線発生装置の使用について （３）手術室での診療用高エネルギー放射線発生装置の使用について

「特別の理由により移動して手術室において使用する」とは、手術 「特別の理由により移動して手術室において使用する」とは、手術

室で開創した状態の患部に術中照射を行う必要がある場合に限定さ 室で開創した状態の患部に術中照射を行う必要がある場合に限定さ

れる。 れる。

なお、当該手術室において、診療用高エネルギー放射線発生装置 なお、当該手術室において、診療用高エネルギー放射線発生装置

を使用する際、法第３条の規定に基づき、診療施設の所在地を管轄 を使用する際、法第３条の規定に基づき、診療施設の所在地を管轄

する都道府県知事に届出を行う必要がある。 する都道府県知事に届出を行う必要がある。

この場合であっても、放射性同位元素等規制法の適用を受けるも この場合であっても、障防法の適用を受けるものであることに留

のであることに留意すること。また、「適切な防護措置を講じた場 意すること。また、「適切な防護措置を講じた場合」の内容は、お

合」の内容は、おおむね次のとおりである。 おむね次のとおりである。

ア～コ （略） ア～コ （略）

（４）診療用放射線照射装置又は診療用放射線照射器具のエックス線診 （４）診療用放射線照射装置又は診療用放射線照射器具のエックス線診

療室での使用について 療室での使用について

ここでいう「特別の理由」とは、診療用放射線照射装置又は診療 ここでいう「特別の理由」とは、診療用放射線照射装置又は診療

用放射線照射器具を飼育動物の体内に挿入する際、挿入部位の位置 用放射線照射器具を飼育動物の体内に挿入する際、挿入部位の位置

確認のため、エックス線装置と組み合わせて使用する必要がある場 確認のため、エックス線装置と組み合わせて使用する必要がある場

合に限られること。 合に限られること。

なお、エックス線診療室に診療用放射線照射装置又は診療用放射 なお、エックス線診療室に診療用放射線照射装置又は診療用放射

線照射器具を備えたときは、法第３条の規定に基づく届出を行うこ 線照射器具を備えたときは、法第３条の規定に基づく届出を行うこ

と。この場合において、規則第１条第１項第６号の規定に関し、エ と。この場合において、規則第１条第１項第６号の規定に関し、エ

ックス線診療室の放射線障害の防止に関する構造設備及び予防措置 ックス線診療室の放射線障害の防止に関する構造設備及び予防措置

（別添３）
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として、当該診療用放射線照射装置又は診療用放射線照射器具を使 として、当該診療用放射線照射装置又は診療用放射線照射器具を使

用する旨を記載し、法第３条の規定に基づき、診療施設の所在地を 用する旨を記載し、法第３条の規定に基づき、診療施設の所在地を

管轄する都道府県知事に届出を行う必要がある。 管轄する都道府県知事に届出を行う必要がある。

この場合において、当該エックス線診療室は、エックス線装置と この場合において、当該エックス線診療室は、エックス線装置と

診療用放射線照射装置又は診療用放射線照射器具の同時使用の条件 診療用放射線照射装置又は診療用放射線照射器具の同時使用の条件

下での放射線障害の防止に関する構造設備の基準を満たしているこ 下での放射線障害の防止に関する構造設備の基準を満たしているこ

と。 と。

この場合であっても、放射性同位元素等規制法の適用を受けるも この場合であっても、障防法の適用を受けるものであることに留

のであることに留意すること。 意すること。

また、「適切な防護措置」の内容は、おおむね次のとおりであ また、「適切な防護措置」の内容は、おおむね次のとおりであ

る。 る。

ア～キ （略） ア～キ （略）

（５）診療用放射線照射装置又は診療用放射線照射器具の診療用放射性 （５）診療用放射線照射装置又は診療用放射線照射器具の診療用放射性

同位元素使用室又は陽電子断層撮影診療用放射性同位元素使用室で 同位元素使用室又は陽電子断層撮影診療用放射性同位元素使用室で

の使用について の使用について

ここでいう「特別の理由」とは、診療用放射性同位元素又は陽電 ここでいう「特別の理由」とは、診療用放射性同位元素又は陽電

子断層撮影診療用放射性同位元素を投与した飼育動物の画像診断の 子断層撮影診療用放射性同位元素を投与した飼育動物の画像診断の

精度を高めるため、診療用放射線照射装置又は診療用放射線照射器 精度を高めるため、診療用放射線照射装置又は診療用放射線照射器

具を核医学撮像装置の吸収補正用線源として使用する場合に限られ 具を核医学撮像装置の吸収補正用線源として使用する場合に限られ

る。 る。

なお、診療用放射性同位元素使用室又は陽電子断層撮影診療用放 なお、診療用放射性同位元素使用室又は陽電子断層撮影診療用放

射性同位元素使用室に診療用放射線照射装置又は診療用放射線照射 射性同位元素使用室に診療用放射線照射装置又は診療用放射線照射

器具を備えたときは、法第３条の規定に基づく届出を行う。この場 器具を備えたときは、法第３条の規定に基づく届出を行う。この場

合において、規則第１条第１項第１１号ハの規定に関し、当該診療 合において、規則第１条第１項第１１号ハの規定に関し、当該診療

用放射性同位元素使用室又は陽電子断層撮影診療用放射性同位元素 用放射性同位元素使用室又は陽電子断層撮影診療用放射性同位元素

使用室の放射線障害の防止に関する構造設備及び予防措置として、 使用室の放射線障害の防止に関する構造設備及び予防措置として、

診療用放射線照射装置又は診療用放射線照射器具を使用する旨を記 診療用放射線照射装置又は診療用放射線照射器具を使用する旨を記

載し、法第３条の規定に基づき、診療施設の所在地を管轄する都道 載し、法第３条の規定に基づき、診療施設の所在地を管轄する都道

府県知事に届出を行う必要がある。 府県知事に届出を行う必要がある。

この場合において、当該診療用放射性同位元素使用室又は当該陽 この場合において、当該診療用放射性同位元素使用室又は当該陽

電子断層撮影診療用放射性同位元素使用室は、診療用放射性同位元 電子断層撮影診療用放射性同位元素使用室は、診療用放射性同位元

素又は陽電子断層撮影診療用放射性同位元素と診療用放射線照射装 素又は陽電子断層撮影診療用放射性同位元素と診療用放射線照射装

置又は診療用放射線照射器具の同時使用の条件下での放射線障害の 置又は診療用放射線照射器具の同時使用の条件下での放射線障害の

防止に関する構造設備の基準を満たしていること。 防止に関する構造設備の基準を満たしていること。

この場合にあっても、放射性同位元素等規制法の適用を受けるも この場合にあっても、障防法の適用を受けるものであることに留

（別添３）
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のであることに留意すること。また、「適切な防護措置」の内容 意すること。また、「適切な防護措置」の内容は、おおむね次のと

は、おおむね次のとおりである。 おりである。

ア～オ （略） ア～オ （略）

（６）手術室での一時的な診療用放射線照射器具の使用について （６）手術室での一時的な診療用放射線照射器具の使用について

手術室において、診療用放射線照射器具を一時的に使用する場合 手術室において、診療用放射線照射器具を一時的に使用する場合

にあっては、適切な防護措置を講ずる必要がある。 にあっては、適切な防護措置を講ずる必要がある。

診療用放射線照射器具の使用に関し、「一時的に使用する場合」 診療用放射線照射器具の使用に関し、「一時的に使用する場合」

とは、手術室における獣医学的な管理の必要がある飼育動物に対し とは、手術室における獣医学的な管理の必要がある飼育動物に対し

て、体内に挿入することにより用いられる診療用放射線照射器具の て、体内に挿入することにより用いられる診療用放射線照射器具の

使用が必要かつやむを得ない場合に限り、一時的に使用を認めると 使用が必要かつやむを得ない場合に限り、一時的に使用を認めると

いう趣旨である。手術室において管理する必要のない飼育動物に対 いう趣旨である。手術室において管理する必要のない飼育動物に対

して使用することは認められない。 して使用することは認められない。

この場合であっても、放射性同位元素等規制法の適用を受けるも この場合であっても、障防法の適用を受けるものであることに留

のであることに留意すること。 意すること。

（７）～（９） （略） （７）～（９） （略）

７ （略） ７ （略）

８ 飼育動物の収容制限（規則第１０条の４） ８ 飼育動物の収容制限（規則第１０条の４）

（１）～（４） （略） （１）～（４） （略）

（５）退出基準については、退出基準告示で、次のとおり飼育動物の種 （５）退出基準については、退出基準告示で、次のとおり飼育動物の種

類、放射性同位元素の種類、診療の種類及び退出させることができ 類、放射性同位元素の種類、診療の種類及び退出させることができ

る状態が定められている。 る状態が定められている。

ア～ウ （略） ア～ウ （略）

エ 犬及び猫における陽電子断層撮影診療用放射性同位元素であ （新設）

る、炭素１１を用いた陽電子断層撮影検査では、陽電子断層撮影

診療用放射性同位元素が投与されてから４時間以上経過している

こと。

オ 犬及び猫における陽電子断層撮影診療用放射性同位元素であ （新設）

る、窒素１３又は酸素１５を用いた陽電子断層撮影検査では、陽

電子断層撮影診療用放射性同位元素が投与されてから１時間以上

経過していること。

なお、退出基準が定められていない放射線診療を受けている飼育 なお、退出基準が定められていない放射線診療を受けている飼育

動物、すなわち、診療用放射線照射装置若しくは診療用放射線照射 動物、すなわち、診療用放射線照射装置若しくは診療用放射線照射

器具を持続的に体内に挿入して治療を受けている飼育動物又は診療 器具を持続的に体内に挿入して治療を受けている飼育動物又は診療

（別添３）
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用放射性同位元素若しくは陽電子断層撮影用診療用放射性同位元素 用放射性同位元素若しくは陽電子断層撮影用診療用放射性同位元素

により治療を受けている飼育動物については、退出させることがで により治療を受けている飼育動物については、退出させることがで

きないことに留意されたい。 きないことに留意されたい。

（６） （略） （６） （略）

（７）退出基準は、診療用放射性同位元素又は陽電子断層撮影診療用放 （７）退出基準は、診療用放射性同位元素又は陽電子断層撮影診療用放

射性同位元素を投与された飼育動物が管理区域から退出することに 射性同位元素を投与された飼育動物が管理区域から退出することに

起因する飼育者や一般公衆の被ばくを適切に防護するために定めら 起因する飼育者や一般公衆の被ばくを適切に防護するために定めら

れたものである。 れたものである。

退出基準告示で定めた基準の考え方については、報告書で次のと 退出基準告示で定めた基準の考え方については、報告書で次のと

おり取りまとめられている。 おり取りまとめられている。

ア・イ （略） ア・イ （略）

ウ テクネチウム９９m及びふっ素１８の評価の際は、退出基準を満 ウ 退出基準を満たして退出した飼育動物から飼育者及び一般公衆

たして退出した飼育動物から飼育者及び一般公衆が受ける被ばく が受ける被ばく線量を評価するため、退出基準を満たす時点にお

線量を評価するため、あらかじめ想定した退出基準を満たす時点 ける当該飼育動物体内の放射能及び放射能濃度について評価を行

における当該飼育動物体内の放射能及び放射能濃度について評価 った。評価は、飼育動物の体内放射能残量率等は考慮せず、投与

を行った。評価は、飼育動物の体内放射能残量率等は考慮せず、 する放射性同位元素の物理的半減期のみを考慮して行った。その

投与する放射性同位元素の物理的半減期のみを考慮して行った。 結果、退出基準を満たす時点における当該飼育動物体内の放射能

その結果、退出基準を満たす時点における当該飼育動物体内の放 及び放射能濃度は、障防法の下限数量限度（１年当たり１０マイ

射能及び放射能濃度は、放射性同位元素等による放射線障害の防 クロシーベルトの実効線量に相当する放射能及び放射能濃度とし

止に関する法律の下限数量及び濃度（１年当たり１０マイクロシ て算出された値。）を下回っていた。したがって、飼育者及び一

ーベルトの実効線量に相当する放射能及び放射能濃度として算出 般公衆の被ばく線量も抑制すべき線量基準を下回ると評価され

された値。）を下回っていた。したがって、飼育者及び一般公衆 た。

の被ばく線量も抑制すべき線量基準を下回ると評価された。

また、炭素１１、窒素１３及び酸素１５の評価の際は、当該核

種の物理的半減期が極めて短いことを踏まえ、動物愛護等の観点

から、退出時点の放射能又は放射能濃度が同法の下限数量及び濃

度を十分に下回る時間を退出基準として設定した。

９・10 （略） ９・10 （略）

11 放射線診療従事者等の被ばく防止（規則第１３条） 11 放射線診療従事者等の被ばく防止（規則第１３条）

（１）～（７） （略） （１）～（７） （略）

（８）第２項第１号の眼の水晶体の等価線量限度は、令和３年４月１日 （８）第２項第１号の眼の水晶体の等価線量限度は、１年間につき１５

以後５年ごとに区分した各期間につき１００ミリシーベルト及び４ ０ミリシーベルトとする（４月１日を始期とする。）。

月１日を始期とする１年間につき５０ミリシーベルトとする。

（別添３）
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（９）第２項第１号に規定する「令和３年４月１日以後５年ごとに区分 （新設）

した各期間につき１００ミリシーベルト」とは、５年間のブロック

管理で規制することを意味する。具体的には、放射線診療従事者等

の使用開始時期に関係なく、令和３年４月１日から令和８年３月３

１日まで、令和８年４月１日から令和１３年３月３１日までという

ように、期間ごとに区切られたブロック管理とする。

（10）～（12） （略） （９）～（11） （略）

12 線量の測定等（規則第１４条） 12 線量の測定等（規則第１４条）

（１）～（３） （略） （１）～（３） （略）

（４）第１項第４号に規定する「眼の近傍」とは、頭けい部のうち眼の （新設）

水晶体が受ける放射線量を直接測定するために適切な位置のことを

いう。

（５）第１項第５号の外部被ばくによる測定については、管理区域に立 （４）第１項第４号の外部被ばくによる測定については、管理区域に立

ち入っている間継続して行う。 ち入っている間継続して行う。

（６）第１項第６号の内部被ばくによる線量の測定は、放射性同位元素 （５）第１項第５号の内部被ばくによる線量の測定は、放射性同位元素

を誤って吸入摂取又は経口摂取した場合にはその都度、診療用放射 を誤って吸入摂取又は経口摂取した場合にはその都度、診療用放射

性同位元素使用室その他の放射性同位元素を吸入摂取又は経口摂取 性同位元素使用室その他の放射性同位元素を吸入摂取又は経口摂取

するおそれのある場所に立ち入る場合は、３月間を超えない期間ご するおそれのある場所に立ち入る場合は、３月間を超えない期間ご

とに１回、妊娠中である女子にあっては、本人の申出等により管理 とに１回、妊娠中である女子にあっては、本人の申出等により管理

者が妊娠の事実を知ったときから出産までの間１月を超えない期間 者が妊娠の事実を知ったときから出産までの間１月を超えない期間

ごとに１回行う。 ごとに１回行う。

（７）外部被ばく及び内部被ばくによる実効線量及び等価線量の算定方 （６）外部被ばく及び内部被ばくによる実効線量の算定方法について

法については、別途線量算定告示を参照されたい。 は、別途線量算定告示を参照されたい。

13 放射線診療従事者等に係る線量の記録（規則第１５条） 13 放射線診療従事者等に係る線量の記録（規則第１５条）

（１）・（２） （略） （１）・（２） （略）

（３）ある年度の眼の水晶体の等価線量が２０ミリシーベルトを超えた （新設）

場合は、当該１年間以降は、当該１年間を含む令和３年４月１日以

後５年ごとに区分した各５年間の累積実効線量（４月１日を始期と

する１年間ごとに算定された実効線量の合計）を記録し、その記録

を診療施設において保存すること。

（４） （略） （３） （略）

14 （略） 14 （略）

（別添３）
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15 放射線診療従事者等の教育訓練及び研修（規則第１６条の２） 15 放射線診療従事者等の教育訓練及び研修（規則第１６条の２）

（１）・（２） （略） （１）・（２） （略）

（３） （略） （２） （略）

（４）研修の対象は、診療用放射性同位元素又は陽電子断層撮影診療用 （３）研修の対象は、診療用放射性同位元素又は陽電子断層撮影診療用

放射性同位元素を用いた放射線診療従事する獣医師であるが、放射 放射性同位元素を用いた放射線診療従事する獣医師であるが、障防

性同位元素等規制法第３６条の２に規定する放射線取扱主任者定期 法第３６条の２に規定する定期講習を受けている者、すなわち、障

講習を受けている者、すなわち、同法上の放射線取扱主任者に該当 害防止法上の放射線取扱主任者に該当する者については、当該研修

する者については、当該研修について省略することができる。 について省略することができる。

（５） （略） （４） （略）

16～22 （略） 16～22 （略）

23 その他の留意すべき事項 23 その他の留意すべき事項

以上のほか、次の事項について留意の上、指導をお願いする。 以上のほか、次の事項について留意の上、指導をお願いする。

（１） （略） （１） （略）

（２）電離放射線障害防止規則等の適用 （２）電離放射線障害防止規則等の適用

労働安全衛生法又は国家公務員法の適用を受ける診療施設等にあ 労働安全法又は国家公務員法の適用を受ける診療施設等にあって

っては、従前どおり、それぞれ電離放射線障害防止規則又は人事院 は、従前どおり、それぞれ電離放射線障害防止規則又は人事院規則

規則１０－５が適用される。 １０－５が適用される。

（３） （略） （３） （略）

（４）薬機法との関係 （４）薬事法との関係

現在、診療用高エネルギー放射線発生装置等は、薬機法上、動物 現在、診療用高エネルギー放射線発生装置等は、薬事法上、動物

用に承認されたものはないことから、人用に承認されたものが使用 用に承認されたものはないことから、人用に承認されたものが使用

されることになる。同法の趣旨に鑑みれば、獣医師は診療上やむを されることになる。薬事法の趣旨に鑑みれば、獣医師は診療上やむ

得ない場合のみに限り使用するべきであり、安易な使用は厳に慎ま を得ない場合のみに限り使用するべきであり、安易な使用は現に慎

なければならない。 まなければならない。

24 線量の算定等 24 線量の算定等

（１）～（３） （略） （１）～（３） （略）

（４）排水・排気等に係る放射性同位元素の濃度の算定 （４）排水・排気等に係る放射性同位元素の濃度の算定

ア～ウ （略） ア～ウ （略）

注１）同一核種につき化学形が不明な場合にあっては、規則別表第 注１）同一核種につき化学形が不明な場合にあっては、規則別表第２

２の第１欄により使用核種中最も厳しい値となる化学形等の の第１欄により使用核種中最も厳しい値となる化学形等の濃度

濃度限度を用いる。 限度を用いる。

ただし、薬機法に基づいて承認されている放射性医薬品に ただし、薬事法に基づいて承認されている放射性医薬品につ

（別添３）
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ついての空気、排水及び排気濃度の算定に当たっては、当該 いての空気、排水及び排気濃度の算定に当たっては、当該医薬

医薬品核種の化学形の濃度限度を用いても差し支えない 品核種の化学形の濃度限度を用いても差し支えない

注２）～注５） （略） 注２）～注５） （略）

第５ 施行期日等 第５ 施行期日等

（１）規則及び線量算定告示の改正（令和２年農林水産省令第３４号及 （１）規則及び関連告示は、平成２１年２月２０日から施行する。

び令和２年農林水産省告示第８７９号）に伴う本通知の改正規定

は、令和３年４月１日から施行する。

（２）（１）以外の改正規定は、令和２年４月２２日から施行する。 （２）規則の施行の際、規則第１条第１項第７号から第１１号までに規

定する装置等を既に備えている診療施設の開設者は、当該規則の施

行後１か月以内に各号に掲げる事項を当該診療施設の所在地を管轄

する都道府県知事に届け出ること。

（別添３）
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